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伝えるのは、いのち 

                                                                                                                                 校 長    並 木  信 治 

今年も師走となりました。諸説ありますが、この月になると各家庭で法事等が行

われるため、寺のお坊さんが忙しく走り回る、というのが一般的に語源とされてい

ます。実際に「走り回る」ことはないにせよ、年末は誰もが気ぜわしく過ごしている

のは確かであると感じます。また、ここにきてインフルエンザの流行も猛威を振るっ

ています。コロナ禍を経て、私たちは感染症との向き合い方を身に付けてきました。

適切な基本的感染症対策を心掛け、乗り越えていければと思います。 

１１月１９日（水）から２１日（金）の３日間、全国肢体不自由教育研究協議会に参加するため、北海道旭川市に出向き

ました。寒波の影響で、平年より少し早く雪模様となり、街は一面の雪景色でした。熱気あふれる研究協議会最終日のメ

インプログラムは、動物の生態を生かした独創的な展示で世界的にも有名な旭川市旭山動物園の統括園長、 

坂東元さんによる記念講演でした。今回のタイトル「伝えるのは、いのち」は、『ありのままの動物たちの生活や行動、しぐ

さの中に「凄さ、美しさ、尊さ」を見つけ、「たくさんの命あふれる空間の居心地の良さ」を感じてほしい。家畜・ペット種と

の触れ合いを通じて「命の温もり、命の尊さ」を感じてほしい（同園 HP より）』という願いが込められた、同園の運営理

念です。非常に困難であるとされるオランウータンの繁殖成功事例をとおして、動物が

その動物として一生を終えること、そのありのままを観てもらいたい、と熱く語られてい

たのが、大変印象的でした。 

 スタイルは異なりますが、一人一人のありのままの個性を尊重し、成長を見守るという

点で、学校教育の視点と重なります。学校現場もまた、「いのち」と向き合う現場でもあ

ります。「ありのままの自分」を大切にできる学校に。これからも成長し続けていきたい

と思います。 

                                                                                    

肢体不自由教育部門『文化祭』における交流 

                                   学科主任   三屋 みどり  

 11月1日（土）2日（日）肢体不自由教育部門の文化祭が開催され、「『2年生食品加工コース』の焼き菓子販売」

「『音楽部』の演奏」「『ミュージカル部』のダンス発表」「『美術部』の作品展示」の交流をしました。  焼き菓子の販

売では、2年生が初めて接客用のエプロンを着け、緊張しながらも丁寧に販売していまし

た。飾り付けと持ち帰り袋もすべて手作りで、大変好評でした。音楽部は毎年恒例の校長

先生との共演「ライラック」と「群青」を演奏し、会場から大きな拍手

を受け、盛り上がりました。ミュージカル部は「青と夏」のチアダンス

を披露し、会場に彩を添えました。美術部の作品展示では、肢体不

自由教育部門の皆さんに作品を見ていただくことで、理解を深める機会となりました。交流を通

じて、両部門が学校としての一体感を感じた

り、互いを知ったりすることができました。今後

も様々な場面で交流を重ねていきます。 
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陸上競技記録会 

                                保健体育科担当   安部 和哉     

  10月30日（木）夢の島陸上競技場にて陸上競技記録会を実施しました。晴天のもと、100ｍや選択種目の短距

離、中・長距離、ハンドボール投げ等の競技に取り組みました。全員が授業の成果を発揮し、自己ベストを目指して

真剣な表情で挑む姿が印象的でした。毎年熱戦が繰り広げられる学年対抗選抜リレーでは、それぞれの学年から

の応援の声を背に、最後まで全力でバトンを繋ぐ姿に、大きな歓声と拍手が送られました。 

また、今年度からは新種目として、「部活動対抗リレー」が追加されました。学年の域を超えた熱い戦いに、大きな

盛り上がりを見せました。 

記録や順位だけでなく、互いに応援し合う気持ち、挑戦する姿勢など、一人一人が輝く、良い大会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合文化祭音楽祭 

                                             音楽部顧問 内田 浩二 

就業技術科音楽部は、11月18日（火）に国立オリンピック記念青少年総合センターで行われた東京都特別支

援学校第34回総合文化祭音楽部門音楽会に出演しました。 

演奏した曲は、「群青」と「ライラック」です。「群青」は、自分の気持ちや夢と向き合い、一歩を踏み出す勇気を歌っ

た応援ソングです。「ライラック」は、さわやかで疾走感あふれるサウンドが特徴の青春ソングです。 

    部員たちは、11月の本番に向けて、個人練習やパート練習、全体練習を重ねてきました。本番では、大ホールでの

発表で緊張した様子も見られましたが、部員全員が力を合わせて、最後まで全力で演奏することができました。演奏

後は、御参観いただいた保護者の皆様や観客の方々から温かい拍手が送られ、部員たちにとって思い出に残る一

日となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学校評価実施について＞ 

 11月19日（水）に「令和７年度 就業技術科 学校評価のお願い」のお知らせをマチコミメールと紙面にて配布い

たしました。保護者の皆様には、積極的な御意見をお聞かせいただきたく、アンケートの御協力をお願いいたします。詳

細については、お知らせを御確認ください。なお、生徒は校内で実施いたします。 

 


